
第67

平成3年3月25H

号
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厚 生 補 導 委 員 会

発行 旭川医科大学教務部学生課
(題字は初代学長 山田守英氏)
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第13期 生 を送 るにあたって

学 長 下 田 晶 久

第13期 生の皆さん卒業おめでとう!

皆 さんは今、かつて味わった入学の喜びとは較ぺよう

もない程の深い感慨 に浸っている事と思 う。それは、医

学という未知の世界への憧れと挑戦に燃えた入学時に較

ぺて、医学の限りない深 さと広さを学んだ今の時点では、

卒業の喜びと同時に自らその一端を担うことになる責任

の重 さをも味わっているに違いないと思われるからであ

る。

入学と卒業とは一一・見正反対の事柄 と受け止められるが、

終わりは常に次の段階の始 まりなのであって、卒業証書

に記 された医学士としての諸君の人生は、まさに今から

始まろうとしている。医学士とは、世の中の人々から医

学にまつわる諸々の事を託 された専門職能(profession)

の称号であり、これに伴 う当然の使命として、人類の幸

福を医学を駆使 して支える責務を負 う。医学並びにその

実践としての医療は、本質的に人間の生存に関わる学問

であり行為であって、おのずから生 ・老 ・病 ・死の四っ

の局面のいずれとも深い関わりを持つが、年限の限られ

た大学の課程では、専らその医学的側面を学ぷ事に追わ

れ、医人として欠くことの出来ないそれらの哲学的、倫

理的な理解に就いては、学生生活の中でめいめいに模索

を続けて来た段階にあると思われる。今後は実際の患者

さんに学びながら真剣 に思索を深あて行かなければなら

ない。今や医学の専門職として疏った諸君に向けられる

であろう社会の期待は、怠りなくH新 月歩の医学を吸収

して、自らの知職の充足と技能の練磨に努める姿に留ま

らず、併せて生死に関わる倫理的洞察をも深め続ける態

度、即ち、医人としての生涯にわたる研罎にかかっている。

かつては ・人 ・人の医師が、その体験を通 して日夜ひ

そかに悩み模索 して来た生死の課題を、昨今は、互いに

持ち寄って論 じ合う研究会が盛んに行われ、医療チーム

による末期医療や死の臨床への取り組みも着実に進めら

れている。加えて医療の進歩が新たにもたらした生命倫

理の困難な問題についても、広 く医師以外の人々を交え

て共に語 り合う機運が訪れている。この様な医療を取 り

巻く新しい項境の中へ、若々しい意欲に燃えて巣立って

行く諸君の前途には、21世 紀の医学を築く使命が待ち受

けている。それが人類の幸福をどこまで前進させること

に成るのかは、まさしく諸君の双肩に懸かっていると言

えよう。

顧みると、北海道の医師不足に端を発 した旭川医科大

学の創立から、早 くも17年 を経過 した現在、卒業生総数

は今回で1.373名 に達 し、この内およそ900名 の先輩が

既に道内各地の医療機関において活躍 している。医師の

総数で見る限り北海道はも早医師不足の状況にはないが、

その分布には尚著 しい偏 りがある。北海道の策定 した地

域医療計画は、本道全体を6つ の第3次 医療圏に分割 し、

これを更に21の第2次 医療圏に分けているが、今や本学

卒業生は、後に続く者を信じてこれら第2次 医療圏の全

てに赴いて活躍 し、本道地域医療の充実に貢献しつっあ

る。

心の通い合う友人の住む処こそ我が故郷であるとは、

かの ドイツの詩人リルケの言葉であるが、東洋にも"到

るところ青山あり"と 言う言葉があって、求められる処

で自分を活かす働 きの出来る事こそ人生の幸せであると

されている。道内はもとより、日本列島の各地や海外に

まで進出した同窓の先輩を心の友として、勇躍各自の宵

山を求めて旅立っ諸君の門出に心からの祝福を送りたい。

卒業を口前にして遭遇 した今次中東湾岸戦争は、久し

く続いた平和の中で育った諸君にとって、極めて衝撃的

な体験 となったことであろう。人闇が互いにその生命を

脅かし合 う戦争には、医人として特に強い憤 りと空 しさ

をすら覚えるものであるが、不幸にして巻き込まれた当

事国の人々の受難に対して、世界の国々はこれを未然に

防ぎ得なかった反省に立って、一日も早い戦後の復興を

願う援助の手を差し伸ぺなければならない。地球の環境

問題に見られる様に、世界は今や一国の利害 を越えて協

調し合わなければならない時代を迎 えている。最近とみ

に叫ばれている我が国の"国 際化"の 成否は、この様 な

世界の良識がめざす目標に向かって、日本人としてどの

ように貢献 し得るかに懸かっている。医学を通 して直接

人類の幸福に関わってゆく使命を帯びた諸君が、こうし

た国際的視点をも見失うことなく、来たるぺき21世紀の

担い手として活躍されんことをせつに念願してやまない。
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1991年の卒業生を送るにあたって

13期生担任 竹

(整形外科学講座教授)

13期生の諸君ご卒業おめでとう。先ずはほっと胸をな

でFう し、これからじっくり嬉しさが涌いてくることで

あろう。苦労 して一つの大きな難関を乗り越えた現実と

それを得た自信、味わった喜びはこれからの君達の人生

で大きな心の支えとなるであろう。

ここまで来るには実に多くの人たちにお世話になって

来た。気が付かないところで君達のために人知れず心を

砕いた人が沢山いることも忘れてはならない。感謝の心

は人として生きる上ですぺての出発点である。

これから国家試験を受け幸いに医者になれば知的専門

職としてその社会的責任は大きい。人としてはもちろん

のこと、医者として医学者としてもっとも大切なことは

責任感である。非常時には患者優先、責任感をもって治

療にあたって初めて信頼が生まれる。信頼ほど貴いもの

はない。

新潟地方で代々医師の家系を継いでいる丸山家に医師

の守るぺき次の五箇条の駿警が伝えられていると聞いて

いる。

医は 慰なり慰むぺ し

医は 畏なり畏れを知るべし

医は 威なり威厳をもっぺ し

医は 衣なり衣服をととのうべ し

医は 意なり心あるぺし

1は おもいやりの精神である。患者さんは体の病気で

あっても必ず精神的な救いを求めている。局所だけみて

いると木を見て森をみずと言 うことがおこる。人全体を

見て医の面から心の支えと慰めが不可欠である。

2の 畏れとは、第1に 医師としての責任と信頼に関する

畏れ。第2は 自然に対する畏れ、第3に 医学の知識技術

経験の悔得に関する畏れである。卒業 して何年かすると、

知識も増え技術も身について何でもできるような気にな

ることがある。読みが浅いからそのあと必ず天狗の鼻は

折れ惨めになる時期が来る。これをてこに常々精進に励

み、質のよいレベルの高い医療を提供 しなければならな

い。 しかし、医師といえど万能ではない。自分の今の実

力と限界を知るこ'とも大切である。そのために先輩や他

科の専門家、またco-workerが いる。医療にこれらの

人達の協力は不可欠である。

3は 誤解を受け易い。威厳とは表面的なものではない。

もしそうだとすれば患者は心を開かない。ここでの威厳

とは自らの全人格をもって正面から息者という一個の人

格と向かい合 う時の公明正大な厳しい心構えと、原因を

光 義 治

突き止める科学的な心構えを指 していると思われる。

4の 衣服について若い人は無関心である。衣服を整える

ことは医師が患者さんに対 し、清潔感を与えるとともに

心構 えとして 「自分は真摯な気待ちで貴方に向かい合っ

ているのですよ」ということを意昧 している。

5は 患者さんに対し、怪我や病気の表面だけを上滑りせ

ず、意欲と真心で向かい合いベストを尽くしてあげなさい

という意味と思われる。そのためには人間性豊かな、抱

擁力の大きい医師になってほしいものである。

自分自身を振り返って、(な かなかこの理想通 りには

行かないが)、 医の原点として大事な箴言と思っている。

次の願いは基礎医学研究についてである。いうまでも

なく医学を根本で推 し進めているのは基礎医学者である。

わが国はとくに基礎医学者が不足 している。旭川医科大

学から多くの基礎医学者が生 まれて欲 しし㌔ 基礎的研究

により臨床ではどうにもならない壁が乗り越えられてい

る。地道であるがその功績は計 り知れない。また、科学

的興味を満足 してくれる喜びもある。すくなくとも人生

の中で基礎医学の進歩に貢献する時期が何年かあってよ

いではないか。更に医師も科学者の一人、臨床的研究に

おいても基礎で学んだ科学的思考はきっと役立つ。

これから諸君は旭川医科大学の看板を背負って歩くわ

けである。人に人格があるように大学にも学格がある。

後輩のことを思い、いい学格を広めてほしい。

最後に、健康は医師にとってことに重要である。病気

をして初めて患者の気持ちがわかるという一面もあるが、

自分の不摂生で病気をし、休みが多いようでは医師として

失格である。健康は自分の不断の努力でかち取るもの。

自分の健康管理もよい医療を行 うために大切な医師の勤

めである。

立派な医師、医学者になるかどうかはこれからが勝負

である。世界のどこにいてもカ ・杯医の道に挑戦 し、医

師、医学者としての充実した人生を送ってほしい。

ご成功を祈る。
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青春を山に賭けて
第13期 卒業生 會澤 佳昭

「青春を山に賭けてJと

いう植村直己さんが書いた

本がある。これは、植村 さ

んが大学山岳部に入部し、

初めて山と出会い、青春時

代に世界中のlll を々駆け巡っ

た頃の事を綴ったものである。

私は、自然の少ない東京に生まれ育った。高校の時、

大学は都会を離れ、まだ自然が沢山残っていて、雪の降

る所へ行きたいと思い、旭川医大を選び北海道へやって

来た。そしてかねてから山登りをしたいと思っていたた

め、早速山岳部へ入部 した。これが私の山との出会いと

なり、6年 間北海道の山々を登り続ける事となった。1

年の頃は、とにかく先輩に連れられるまま、山を登 りま

くった。夏休みまでの週末は、ほとんど山で過 ごすこと

になり、土曜の夜は、テントか山小屋で寝袋にくるまっ

て、沢の音を聞き、草の香りを嗅 ぎながら眠りにつ くの

が当り前の生活となった。そして、四季を通 していくつ

もの山を登り、行く先ざきで感動を覚えた。週末に山へ

行 きたいがために、ウイークデイにレポー トや試験勉強

を頑張ってやり、再試を受けないように努力した。山に

試験の資料を持って行き、テントの中で勉強 したことも

あった。なぜ自分は山に登るのか、理由ははっきりしな

い。兎に角登 りたくなるのだ。重いザックを背負い、急

な登り、厳 しいルー トを行く時は、 「なぜ、自分はこん

な事をしているのか」と悔むことがよくある。しかし、

難ルー トを越え、頂上へたどり着き、眼下に広がる景色

を見下ろす時や、稜線にテントを張り、満天の星空や、燃

えるような朝焼けを見る時、本当に来てよかったと思い、

自分の置かれている境遇に酔いしれる。そして下山後、

またあの感動を味わいたいと思い、次の山行計画を練ろ

うと地図を拡げるのである。山登りの楽しみは他にもあ

る。それは気心の知れた仲間と、本当に寝食を共にする

ことだ。皆で一緒に食事を作り、時には同 じ器で食ぺた

り飲んだりする。夜はテントの中で身を寄せ合って寝る。

寒い冬lllの夜では人のぬくもりは貴重だ。吹雪の日など

は仲間の トイレの心配までもする。危険な所では、ザイ

ルで引っぱり上げたり、引っぱり上げられたりして、前

へ進んで行く。そして、仲間に命をたくし、壁を登りル

ートを探す時もある。そうしていくうちに信頼関係が生

まれ、山登りが2倍 にも3倍 にも楽 しくなる。そういう仲間

がいた事は、大変ありがたいことだと思う。卒業し働 き出し

ても、少ない休みを利用して、山登りを続けていきたいと思

う。又、これからの未知なる人生も、山岳部で培った精神を

いかし、長い長い頂上への道のりを歩んで行こうと思う。

4一



旭 川 で の6年 間
第13期 卒 業生 阿部 麻 美

まだ まだ と思 っ て いた 卒

業式 も問近 と な り、 あ ち ら

こ ち らで春 の 便 りを聞 くこ

ろ 、"北 海 道"の 旭 川 に来

て6度 目の 冬 が過 ぎて い こ

う と して い ま す。思 いだ せ

ば6年 前 、周囲 の人か ら「あ

ん な に寒 い とこ ろで 生 きて いけ るの?」 と いわ れ 、自 分

で も ひと冬 の り切れ る か イ{安い っ ぱい で 旭川 へ 来 ま した

が 、 ど うに かい くつ か の 冬 を越 して結局6回 目 の 冬 をの

りこ えよ うと して い ます,,

ふ りか え'ってみ る と、私 の6年 間 は バ ス ケ ッ トで い っ

ぱ い だ った こ と に気 付 き ます、、(正 直 にい い ます と…)

バ スケ ッ ト部 に入 部当 時 、つ ら く きび しく本 当 に練 習 が

い や で 、 さぼれ るも の な ら さぼ りた い と思 った こ とも あ

り ます。 全 く真面 目で は あ りませ ん で した 。先輩 達 が な

ぜ あん な に一生 懸 命練習 に うちこ んで い るの か わ か り ま

せん で した 。何 度 か暑 い夏 を過 ご し、 その度 に先輩 達 が

苦汁 を飲 むの を見て い まLた 。 とこ ろが 、不 真 面 目 な私

に も あ る出 来事 が あ り ま した。 その夏 は め ず ら し く寒 い

夏 で 、私 た ちは 試 合 に負 け 、 その 年の 東 医体 は終 わ り ま

した。 試nの 後 、私 は次 の 試合 を見て い ま した 、,その 試

合で 心 に残 った も のは 、r.手 な3点 シ コ.一ト、 ダ ンク シ

ユ ー ト、 美 しい速 攻 で は あ りませ ん で した 、 ど う して私

は この コ ー トの 中 に立 って い な いの だ ろ う、,ど う して こ

ん な と ころ でユ ニフfi-一 ム も 符ず に試 合 を 見て い るの だ

ろ う,、くや しし㌔ 「来 年 す こ しで も長 くユ ニ フ ォー ム を

首 て、 一 分 ・秒 で も長 く コー トで ボ ー ルを さわっ て い る

ぞ。」と決心 しま した。 これ が私 に と って の第2の(こ 第

1ヤ の 存 在 は不 明 で す が)バ スケ ッ トの は じまりで した,,

翌 年 は 、 キ ャ プテ ンと して"鬼"に なった こ と もあ り

ま した が 、 その 年 の 大会 は 、最 後 までユ ニ フ ォー ム を着

て い るこ と がで きま した 。 また 、今・年 のk会 も最後 まで

ユ ニ フ →一 ム を着 て い る こ とは で き ま した が 、最後 に く

や しい涙 を流 す こ とに な って し まい ま した。

後 悔 は た く さん 残 って い ます 。体 を痛 め た り、犠牲 に

した こ と も数 多 くあ りま した が 、で も本 当 に 今 、バ スケ

ッ トを6年 間 あ き らめず に続 け て き て よか っ た と思 い ま

す 。 その 中 で得 る こ とがで きた も の も あ りま した。

旭川 に来 て 、群 馬 の片 田 舎 で は決 して 見 る こ との ない

美 しい大 自然 の中 で の6年 間 は 、私 に と って か け が えの

ない 、 き らめ きに満 ちた時 聞 で した 。 そ して旭 川 が第2

の故 郷 と思 うよ うに な りま した 。

産 ま れた て の卵 だ っ た私 た ちを 、6年 間 あ た ため 、 育

て て くだ さっ た諸 先生 、先 輩方 、本 当 に あ りが と うご ざ

い ま した 。私 た ちは卵 か らか え り、医 師 と して社 会 へ 出

て い こ うと して い ます 。 まだ まだ"ヒ ナ"で す が、 今 ま

で の教 え を忘 れず に、最 後 まで 自 分 のユ ニフ ォーム を着

て が ん ば りた い と思 い ま す。

腕の日焼けと6年 間
第13期 卒業 生 和 田 始

湿 度の 低 さと 、や は り北

海 道 で も暑 い 夏の 目差 しを

感 じつつ 、自転 車 で道 東 を

旅 行 したの は 、昨 年 の こ と

で した。 朝 、 目 が覚 め た ら

走 りだL見 る間 に変 わ 一り

て い く腕 の 黒 さに満 足 しな

が ら、疲 れ た ρ,→ホ ー ツ クの海 の す ぐ傍 の 防波 堤 に寝 転

が 一,て昼寝 を し 日の 暮 れ る前 にrン トを張'って 、簡 単

な 夕食 を作 り、 コー ヒ ー を沸 か しなが ら 夕]を 眺 め る と

い う気楽 な旅 で した,,そ して 、沢IIIの 人 に出 会 えた 旅 で

もあ りま した。 あ る、 うだ る よ うな暑 いHに 、摩 周湖 に

続 く延 々 と伸 び るだ らだ ら坂 を ひ と り昇 り始 め 、お よ そ

か らだの水分 を絞 り切った ころ摩周 第1展 望台 につ きま した。

霧 一っ ない湖 を背景 に撮 ・♪た言己念 写真 に は、 白慢 の 白転

車 を大 事 そ うに さ さえて ぼ くと同 じよ うに真 っ黒 に日焼

け し て微 笑 む 七 人 の仲 間 か 一緒 で した。・納沙 布 岬 をめ

ぐった朝 は 、湿 った霧 と向 か い 風 と寒 さに悩 ま され 、 カ

ム イワ ッカの滝 に向 か う砂 利道 で は泥 だ らけ の濡 れ ねず

み に な って 走 り ま した 、,そん な状 況 で も、 いつ の ま にか

楽 しめ るよ うにな った 自 分 に気付 くが、 そ の時 には 、 予

定 の2週 間 はあ 一♪とい う間 に過 ぎ、 考 えて いた1200k㌔.・

走 り終 えて その夏 の旅 行 は終 わ り ま した 。

い ま思 えば 、去 年 の 夏の 旅 行 と 、大学6年 間 は あ る意

昧 で とて も似 て い るよ うに思 い ます、一、結 局 は 自 分独 りで

走4,な け れば い け ない の だ けれ ど、決 して独 りで は走 れ

なか っ た事 、,そ して 、僕 に とっ て何 よ りもk事 な体 験 で

あっ た とい う事 で す 、,

「何 も しない うちか ら川 来 ない と 言 って しま って は 、

何 も始 ま ら ない し、 ま して 他 人 か ら信 用 され るは ず は な

い 」 と 、 先 輩 に 言 わ れ た,,今 で も 自分 にと って 一・番 大

切 な台 詞で す 、,その 先輩 をは じめ 、 多 くの先 輩 に本 当 に

お世 話 に な って お き なが ら、 今 だ に お 礼の言 葉 は 言えず

じまいで す 、、また、 自 分 を 見失 っ て しま った時 や 、周 り

の 人閥 だ れ もが信 用 で きな く なっ た時 、傍 に いて くれ た

の は友 人で あ り、 いつ も 慕 って くれ た の は後 輩 で した 。

そ して また 、 今 まで 僕 らの 学 ぷ 機 会 を 支 えて くだ さっ

た 多くの先 生 方 を は じめ 、大 学 の職 員 の 方 々、時 々声 を

か けて くれた 売店 のお ば さん にい た る まで これ ら沢 山 の

人 に出F:、 沢 山 の人 とnlilが出 来 た こ とが 、僕 にと って

最 大の 自慢 で あ り、 自信 で す、,そ して これ らの 人た ちに、

心 か ら感 謝 した い 気持 ちで い 一っぱ い で す 。

い ちば ん最 初 の 講義 で 「(学 生 番 号 が)一 番最 後 なの

に始 と言 う名前 の 和田 君」 と呼 ば れ て 始 ま った6年 間 は

瞬 く間 に終 わろ うと して い ま す,、入 学 したの は本 当 に昨

日の よ うな気 が す るの に、受 験 にや って 来 る受験 生 を 見

て そ の あ ど け な さに 驚 い て し ま う。 自 分 も も う6年

問 も ここで 過 ご して しま った の か と驚 く程 で す 。 そ の間

に少 し!.#人 に なれ たの か 、勉 強 は 果た して 身 に'っい た

の か と疑問 も少 し残 り、 自信 も ない と ころで す が、 目 に

は 見 ズ ない け れ ど、 去年 の 夏 の 日焼 けの よ うに 、6年 間

の 出米 事が き・っと身体 の い た る と こ ろ に しみ 込 ん で い る

事 を 、秘 か に願 ・.}てい るLだ いで す 、、



◎

退 官 に あ た っ て

数 学 教 授 安 田 博

私 が本学 の 教官 予 定 者 と して内 定 したの は、昭 和47年

で あ りま して 、 昭 和48年4月 に は 、本学 に赴任 で き るも

の と思 一♪てお りま した、,ところが諸 々の事情(詳 しくは、旭

川 医 科 大学 卜年 史67頁 か ら69貞 参 照)の た め 、実 際 に赴

任 で きたの は、 昭和49年4月 で した 。 まだ 新校 舎 は完成

されて お らず 、教 育 大学 附属 旭 川 小 学校 旧 校舎 で 元学長

lll川先生 よ り辞令 を受 け取 りま した 。5月 に入 って 、 よ

うや く新 校 舎 の ・部 が完成 し、 や っ と そ こ に移 転 で き ま

した 、,その 後 続 々 と諸 々の施 設 が完 成 し、現 在 に至 っ て

い るわ けで あ り ます、、

当 時 の数 学 関係 の カ リ キュ ラ ムは 、一 般 教育 科 目と し

て第 一 学 年 に数 学1、 数 学n(い ず れ も4単 位 、 必修)、

基礎 教 育科[と して第二 学 年 に数r一皿(2単 位 、選 択)、

そ して 一般教 育科Nと して統 計 学(4噸.位 、選択)と なって

お りま した。ただ し統 計 学は社 会 系科 目に属 して お りました。

昭 和50年4月 に カ リキ ュ ラム の改 正 が あ りま して 、数

学 皿 は新科 目情 報処 理 と して 生 れ 変 り、物 理 学科 が担 当

す る こ と に な り、 統 計学 は第 一 学年 で履 修 す る こと に な

りま した 。

平 成 元 年4月 には 、再 度 カ リキ ュ ラム が改IEさ れて 、

数 学1}」 よ び数 学IIは 唯 一 科 目 、数 学(4単 位 、必 修)

に統 一 され 、情報 処 理 お よび統 計学 も新 科 目、統 計 情報

処 理(4単 位 、必修 、 含実 習)と して統 一され て 、第 ・

学 年 で 履 習 す る こ とに な り ま した。 また第 二学 年 に は新

科 日 、応用 数 学(2単 位 、選択)が 誕生 い た しま した,,

私 は残 念 な が ら、 この科 目 には実 際 に関 係 す る こ と な く、

本 学 を去 るこ と に な りま す。 ま た平 成2年12月 に は、統

計情 報 処理 実 習 室 が増 設 され 、 パ ソ コ ン55台 が 整備 され

ま した、,大変喜 ば しい事 で あ りま す,,

昭 和54T4月 、 本学 に待 望 の 大学 院医 学 研究 科 が設 置

され ま した、,四つ の 導攻 が あ ります 。即 ち細胞 ・器官 系

専 攻 、生体情 報調 節 系 卑攻 、生 体 防 御機構 系 専攻 、 人間

生 態 系 専攻 で あ ります 、、数学 科 は第二 番 目の 専攻 に関 係

があ ります 。特 に生体 情 報 処 理特 論1は 、 この 専攻 の共

通必 修 科 目で 、毎 年 多 くの院 生 が受 講 して い ま す,,'1ろ成

2年 度 は、 今 迄の 中 で 最 高 の18名 が受 講 し、私 は非 常 に

苦労 い た しま した、,しか し現 在 は 、情 報処 理 実 習 宅 がで

き、 充 分の パ ソコ ン も整備 され ま したか ら、楽 しく学 習

で き るので は ない で しょ うか 。

私 は昭 和26年 北 大理 学 部数 学科 を 卒業後 、苫 小牧 の高

等学 校 と釧 路 の教 育 大学 での23年 、旭 川医 科 大学で の17

年 、 合 せて40年 闇 、数 学 教 育 と研究 に携 わ さって きま し

た、,苫小 牧で は、高校 で教 鞭 をとりながら、北 大理 学部 大

学 院 に籍 を お き、河1滴 次 教授 の ドで 、幾 何 学 を研究 し

て い ま した、,昭和34年 に は 、河ll教 授 の推 薦 で 、釧 路 の

教 育 大学 に移 りま した 、,釧路 で は 、数学 科 のay.1に 嘩門

の数 学 を講 義 を した り、 卒業 ゼ ミナ ー ル指 導 をす る傍 、

本 格的 に幾 何学 の研 究 に取 り組 んで い ま した 。私 に と り

ま して 、 こ この15年 は 、 か な り楽 しい もので した,,昭 和

47年 に 、北 大理 学 部 桂田 芳枝 教 授 の 推 薦で 、私 が 本学教

官 予定者 と して内 定 した と聞 いて い ます、,

旭 川で の17年 は、私 に と りま して 長 い よ うで も あ り ま

た短 い よ うで も あ ります,,つ ま り時 間的 には確 か に長 い

の で す が、心 理 的 には その よ うに は思 えない ので す,,そ

れ は 多分持 続的 精 神 緊張 と慢 性 的 多忙 の せい か も しれ ま

せ ん 。赴任 当時 、複 数 の数 学教 官 の 可能 性 を考 え てい ま

した が、 実際 は不 可能 で 、 唯 ・人で 出 来 る限 り何 で 塗,処

理 しな けれ ば な らぬ とい う自覚 を もっ 必 要 があ り ま した,,

さ まざ ま な経 験 、体 験 を積 み ま した 。例 えば 二度 の 学 年

担 当 、 ・般 教 育 責任 者 に なった 事 、 毎年 の 入学 試 験 裳務

に携 わ る事 、数 度 にわた る海 外研 修 等 々,,ま た幾 何 学 の

研究 に おい て は、 か な りの成 果が 得 られ ま した,,

以 トの様 に 、17年 閥何 とか それ な りに、 や って こ られ

ま したの は 、各 学長 、III田先 生 、黒 田先 生 、 ド田 先生 を

は じめ、 先輩 ・同僚 の諸 先生 方、 そ して 事務 局 の 皆様 の

寛 容 と御援 助 が あ っ たれ ば こ そで あ りま して 、心 よ り厚

く御 礼申 し上 げ ますO

学 生 の皆 さん に は 、最 終 講 義 の際 に 、花束 や写 真等 を

贈 呈下 され 、感 激 い た しま した,,心 よ り感 謝 い た します。

旭 川 に お け る17年 間 は 、私 に と りまLて 、種 々 さま ざ

ま な 人生 経 験 を得 た 貴東 な歳 月 で あ りま した,、今 大学 を

去 る に当 りま して 、衷心 よ り御 礼 申 し トげ ます と 共に 、

諸 先 生方 、事 務局 の 皆様 、 そ して学 生 の皆 さん の 御健康

と益 々の御 発 展 を心 よ り祈 念 し.てif:みませ ん 、

璽

桑
鰻

最終講義

s
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昨 年10月 着 任1、 た 外 国 人 教 師 シ.ヨ ー ジ ・ メ レデ イ ス ・

ウ ィ ッ ク ス ヲ.ッ ド先 生 は 、 英 国 リ バ プ ー ル 出 身 、 昭 和31

弩荒1211:illi什 三才1、34..手ノ...人ご'」∫:てト1よ、.英 言吾 ・英.吏 学 を学1よ

1れ ・騨7年 に 縫 ・て1】本'瑛 語 を教 えて ユ れ た・」

andbuyaround…theworldairticket.Myone

yeartripwasagreatadventureformeandI

hadmanygoodandafewbadexperiencesbutI

新任教官 あいさつ
ByGeorge

It'sthenewEnglish

Teacher

introducemyselfan

background,butfirstofallletmethankeveryone

forthewarmwelcome[havereceivedoncoming

tothiscollege.

OriginallyIcomefromT.iverpool,England

andIlivedthereuntiliwenttostudyat

ManchesterUniversity.Oneofmymainaims

GeorgeMeredith

Wickstead

Iamverypleasedto

havetheopportunityto

dtellyousomethingaboutmy

inlifehasalwaysbeentotravelandassoon

asIhadgraduatedIsetofftoseetheworld.

IlivedinFraneeforonevearandthenIKot

myfirstmajor・teachingjohinKuwait(1'm

gladrmnottheren(,w!).Withthemonevl

savedthereIwasabletorealizemyambition

learntalotaboutthe

myself.After・ar・r・ivinq

offeredajobinTokyo.

alwaeswantedtovisit,

andcustoms,andIi

opportunity.

且mme

worldandalotabout

backinEnglandIwas

JapaniSac〔,untryl/d

withitsuniqueculture

diatelyacceptedthe

IhopeourstudentswiIItaketheiropportunities

inlifeandmakethemostoftheirtalents.In

particular,theynowhaveagoldenchanceto
improvetheirh:nRlishanddeveloptheirlisteninK
andspeakingskillsinatrulyinternational

language.Myprofessionalaimwillhetohelp

ourstudentsachievetheirRoalsinanenjoyable
environment.

ManypeoplehaveaskedmewhyIcameto
Asahikawa.Well,themainreasonisthatI

wantedtoscewhatJapaneselifeislikeoutside
TokyoandcomingtoHokkaidoseemedtohea

goodopportunitytoexperiencelifeoutsidethe
capital.Inaddition,Ihaveseveralpersonal
aimswhileI'mherewhichinclude:improving

myJapaneselanguageability,becomingagood

skier,andrunningatleastonefullmarathon.
H{,wever,mvmainaimwillbetomakea

successofmyjohandteachthestudentstothe

bestofmyability.

→ 軸 韓 樋 幅 ←7◆榊 争 ◆←膠◆鱒 ← 膠■← ■"■ ←,●◆騨●◆r◆ ◆一◆◆肩●○巳ゆ ■一●■騨◆◆鱒◇◆噂 ◎吟 ゆゆ ◆辱◆◆吟 ◆吟 ◇■ゆ ◆腎◆◆,●◆◆,●◆◆騨◆◆■い●◆一■◆■層●←■■←

助教授に昇任 して 酸饗慢と欝磐歪雛繍1翼蕊あ議1路欝、

意 で隔 離病 棟 に 人院L

た わ ら、南向 きの 箸L・部 犀'6細 菌の!1愚'撃性 検

い まL.ノ・1.1昭和51年7111昨 究棟 が完成Lて 移転 し

1∫付属,丙β完漿1務力fl桐な台

ない研 究室 、実験 室

Lご層L一ごき:輩しノニ.,

看ムσ)專ドFliよ・1・児#`E-r.、1惑弓農弄ド"6も あ り ます,、II召村143f卜

k学 を 卒 貰 した あ と1年 間 の 自 宅研修(卒.業 の 年 突然 イ

ンター ン制 度d:に な り 辛1暫妾す ぐ国 家 試験 を受 け て よ

い こ と にな ・..,たv)です が 、す ぐのLI'畠 試験 は受 けず1.二指

導医 の もとで 内科 、外 科 などの 患 者 さん を診 せ て戴 い た

わ け.C'す)と2年 聞 の 函館 中 央病 院 での 小 児科 医 員生 活

の後 、北 大小 児 科 に研修 医 と して受 け 入れ て戴 き ま した.

こ のA,j、 当時 の 吉岡 助 教授 につ いて感 染 症 患者 の 診療 の

rほ ど きを・愛け た の が1a4.染」1茗を 専門 に す る き...♪か けで層し

た 、.・時 期 札 幌 医 科.k'rI微 生 物 学 教室 研 究 生 と して 、林

小 児 科 学 講 座 藤 田 晃 二

A;;#1】49T4月 箏"」二:開f交v)

翌 年 占岡 一 教 授 、 奥野 晃

lE助 教 授 と と.も に 助fと!.
.て『a`Lf.rしー(1'1

,来17fIモ1こ な ノ)

うと し て い ま す.は じ め は

、・』∵・ 旭IIIi(i.'r.病 ド完び)暫'定 施 設 に
.ρ'」

通 一.・て 、佐 竹 良 夫医lry)好

た 弓・1∫己.r(ti者σ)言参療 を さt+て 戴.くか

霞 な ど し'`

、1(用

され た 後 は 、現 在 まで 大 きな変化 の

、外 来、病 棟 などで'1の 時 問 を1越

一7

.ようや くア ン ビ シリ ン た眠投 ワ・の論 文 が川始 めた 頃 で し.

た 微 量体 液 中抗`t剤 濃 度 測[定1去を覚 えた こ と も あつ て 、

髄 液 中.抗生 剤濃1.蔓を調 べ な が ら化膿 性 髄 膜 炎 患 者び)診療

に当 り、比 較的 よ い治療 成 績 が 得 られ た こ とが最 初 のri

事で した、,その 後 は1に 治 療 と 予防 に関 心 を侍 ち なが ら

小 児感 染症 患 者 の診 療 に'11る かた わ ら、咽頭 ・腸 内 菌 叢

や院 内感 染 に関 す る仕 事 、緑 膿 菌 、.黄色 ブ ドウ球 菌 、A

r羊選亘金肖丑糞1某1、目市炎珊勤笥、 イン フ ルエ ン ザ1菊,大}陽 菌 な ど

につ い て臨 床細 菌学ll勺な什 噴 を し.て今 日に至 りま1、た 、、

我 が国 で は{'.典 的 な感染 症 は 減 少1、て い ます が 、疾 患

その.もの 、あ るい は 、 その治 療 に基づ く感 染 防御 能 低 ド

患 者の増 加 に伴 い 、 こ う し.た患 者の 感染 症 が 大 きな問題

に な・.2てい ます し、 それ に か らん で院 内 感染 も重 要 な問

題 で す,,ま た 、世 界 にliを 向 けれ ば 、.発展途is国 で は ま
の

だ よ だ 感 染 サ1硫で'亡 く な る 人 は 莫 フkな 数 に の ほごり ま す,、 こ

う し.た問 題 を 考 舜 仕 事 を し.て い く ヒ に 、 昭 和54-55年 英

L{3iβ完1メ寸!ak{7L石汗'究戸斤(ノ{・.ミ ン カ""へiii)と 日召考…1161-62ff二 今

.='ノ,肛h央 医'噛デrUナF'究戸∫「(サ ・イ[1[・ごr}∫>1.二 ≠ニノ:ナる タト「司でv)石 ナf

究 生 活 と 影 く の 知 人 を 得 た..二と は 、 今 で もkき な 支'え に

な..って し」、妻 一d.ヒ_.、大 変 「よ し」「魍乳し}lll,1'(、一毒'1,

今 後 は 助 教 授 と して び)白 覚 を痔 ・.)て診 療 、 教 育 、 研 究

1.呼敗力 を へくく す'フ 羊,り で噛す カご、 も と も と あ ま り型 に二1よま

る の を好 み ま 廿 ん=.こ れ か ら も よ うL.く 行珂1指導 ・御 吊便{摩

下 さ い ま1』 よ うに.二 の 場 を 借 り て む 願 い 申 し...Lげ よ す 、、
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平成2年 度一 一 1 年 の あ ゆ み

.O日

1G日
　

lill

4月
/戎2年 度 ぺ;♪式(於 体 育館1

「警斤人!ヒ1〔}0(1

新 ぺ}三 研 修 第111

う ち4(ヂF噛;≒ ノk21名}1

1〔 ろ昏 第2・-4干7ミ ・ナー一一L{ミ、

和 室)

第18回 入学式

7卜jI311第371ロLlヒ11扉it卜 也1く メく";'ffT人 こ会
エ

7i115ii(当 番 †交 ノj、樽r}莉不斗人ξ「噛;∫:)

体 学 参 加 種 目]陸 卜競 技(男 如 、 準 硬 式 野 球 、

軟 式 庭 球 〔男 女)、 バ ス ケ ノトボ ー ル(リ}女)、

ハ レ ー一ボ ー・ル(男) 、 →1ソ カ ー 、 卓 王萱 〔,丹女)、

剣 道 〔男}、 弓 道 〔男 女)、

準 硬 式 野 球 優 勝 、 卓 球 女 子3位 、 弓 道 女 子3位

成 績:男 子 総 合8位 、 女 子 総 合6位

5月
16[医 師国 家 試 験 合格 者発 表

(イN'噛;∫二合十各者ll5名 、 合・格 率87.1%〕

14日
モ
17日

:～9日

6月
第161ロi医 た祭

学 位 記#",Q'r式 嘆 第 了 ミ議 室)

(学 位記 受 領 者6名)

第16回 医大祭

画

第37回 地区体

7月22[y;:i3回 東H本 医 科 学 生総 含体 育大 会 ヴ季 尺会
1

8月6il(.仁 グ箭桑交#L巾 晃医手斗メぐ'診)

「本学 参hfi種 田 陸_RhKR.技 け 汝 〉、準 硬式 野 球 、

硬 式庭 球(男 如 、軟 式 庭 球 嶋 如 、 卓球(1)',

女)、 バ レー.†ミー ル(し 弓女)、 バ ト ミン トン 〔男

女∫)、 け一ノカ・・、 ノくスう ・ソト.tミー,レ(男 ろぐ}、 調辱

道 、剣 道 、弓道 、空 ア、 水泳 〔1乃女)、 ゴルフ

準硬 式 野球 、バ レ ーボ ール 男子 、バ ス ケ ッ トボ ー

ル女 子優 勝 、陸 上 競技 男 子 準優 勝 、卓球 女 子3位

成績:総 合 準優 勝

7月25目 第33回 東 日本 医 科学 生 総 合体 育 大会 冬 弊.-¥/.
f
3H22日 〔iモ鵜;†交 仁言」・ト1メぐ1;あ1うく'」1∫=ゴ}1;)

ノ イ ノ.:t;ソ メノー一[本 学 参 加 種 目1ラ ク ヒ ・ 、

スF--

71131日 平 成:～ 年 度 糸「ナ1骨式 〔於

7,{9il咤 ∫季f木 業
f
8月25日

昌魑 、

」

孟

「
'

蜜1G
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㌔

影
敏

イ<;:納 骨 堂)

噛 トギ

モ 鋤

脳 』J
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.穫

第33回 東医体



9月
2H平 成2年 度公開講座
S

30FI「 家 庭 に おけ る救 急処 置(救 急 医 療)」

5fl体 育 大 会(事 催 学生)

〔学 年 対 抗 〕 サ ッ カー 、 バ レーボ ー ル、テ ニ ス、

綱 引 き、 リ レ・、駅 伝 、 ソフ トボ ー ル

優 勝 第4学 年

・v

.▲ 竃

即豊癬晦づ
讐鷺欝欝

岬

、ひ ご

体 育 大 会

19日'ド 成2年 度 解 剖体 慰 霊 式 並 び に文 部 大臣 感謝 状伝

達 式(於 体 育館 ・第4セ ミナー室)

28日 学f立記 キ斐与式(於L第 一二 会隔「,黄室}

(学 位 記 受領 者3名)

ヒ郵

it月

5目 本学記念日

12月

12月17日 冬季 休 業
s

1月12H

l7日 ス キ ー 教 室(於 黒 岳 ス キ ・一場)
t

l8H講 師4名 、厚生補導委員会委員1名

参加学生34名

25日 挙位記授与式(於 第「会』議室)

(学位記受領者5名)

ぼ

　

漁
鯉

i
ぜ

n揺

誌

スキー教室

嚥遡

.い ♂

ぺ1㌔擁 璽

,、 ダ

,・ 与'

解剖体慰霊式

10月

2911景 斤入'髭 石汗fl茎 第2【rlUl

崩21目 於 第34{・ ミ狂 室}

1月 ～2月
1Atz日
4

1fi1:3日

2月fi[

2月25口

P 溺ρ

`‾

¥

㌧ド成3年 度大学入学者選抜大学入試センター

試験(本 学会場735名)

安田教授最終講義

平成3年 度k'rI院 人学者選抜試験

(受験者15名 〉

3月

蔚

5111え 成3年 度 入学 者選 抜 第2次 試験
f
6日 〔受験 者500名)

ti日 春 季休 業
t
n月6日

1;i目 安 田 教 授 歓送 式

14日 ・1戒3年 度 大 学院 入学 者選 抜 試験 合格 者発 表

(合』格 ≠学16名)

20目 平成3年 度 入学 者選 抜 第2次 試験 合格 者発 表

25日 ・テfこ〔匹i己授'」・式(方 全 第 一二会r}義室)

(学f寸二u己受 令貞者18名)

第13回 卒業 証 書授 与式(於 体 育館)

(皐 婁生121名 〉

(庶 務課 ・学生 課)

新入生研修(第2回 目)

y



統計惰報処理実習室の開設について

物理学 谷本 光穂

昨年10月 講義実習棟の第7講 義室隣りに 「統計情報処

理実習室」力噺 設されました。これは、本学の教育カリ

キュラムの抜本的見直 しを検討したカリキュラム検討小

委員会(東 委員長)で 重要課題の一つに情報処理教育の

充実があげられ実現 したものです。下田学長をはじめ教

授会のご理解と事務局のご尽力に対 し、厚 く御礼申しr.

げます。

さて、この実習室は主に ・学年開講の 「統計情報処理」

の実習に使用 しますが、 「実験心理学」 「物理学実験」

「公衆衛生学実習」にも使用が予定されています。今後

他の実習科目での利用も増えてくると思われますが、こ

の立派な設備に閑古鳥の鳴くことのないよう学生のみな

らず職員の方々の積極的な利用を歓迎致します。設備の

概要は、NEC98シ リーズパソコン55台(32bit9台 他 は

16bit,40MByteハ ー ドディスク付き)プ リンター28台 、

冷房付き防音室になっています。またソフ トは、MS-

DOS、MS-FORTRAN、 各種統計ソフト、一太郎、P1.

EXEPLUS、Lotus1-2-3が 用意 されています。又近

い将来スライド作成装置、X-Yプ ロ ッターなどの導入

を考えています。レポート作成から作表 ・作図まで自由

に使っていただけると思います。授業期間中の実習室の

開放は難 しいですが、春、夏、冬の各長期休業期間中は
一般ユーザーに大いに利用 していただけます

。実習室を

利用する時は、事前に学生課教務係又は物理学教室に相

談 して下 さい。又、各種ソフトや周辺機器の充実を逐次

進めていきますので、希望がありましたら遠慮なく申し

出て下 さい。

最後に、ソフトウェアの取 り扱いについて一言述べて

おきます。実習室に常備されているソフトは全て著作権

法の対象になっています。従って、無断でcopyす るこ

とのないようにくれぐれも注意 して下さい。これらのソ

フトはもちろん国費で購入 したものであり、著作権法に

触れるようなことがあると大学全体の問題として処理し

なければならず大変なことになります。その他にも個人

で作ったプログラムも多数おいてあります。市販のソフ

トをcopyし たり他人の情綴を無断で見たり改ざんする

ことは、著作権法の問題ばかりでなくprivacyの 問題で

もあります。これらを解決するには多額の経費をかけて

頑丈な 「金庫」のようなsecuritysystemを 作 る事も

ある程度可能で しょうが、私共はむ しろユーザー側の

moralに よって情報securityを 守 ることに期待 してお

ります。

畦
押

実■風景一
図書館の貸出システムが
電算化 されます

図書館の業務電算化がすすみ、いよいよ新年度からコ

ンピュータによる図書の貸出 ・返却を行 うことになりま

した。

このことに伴って利用者一人ひとりに、数字6桁(う

ち1桁 はチェックデジット)か らなる利用者コード(学

生の場合は学生番号に対応 している)が 与えられ、この

コー ドが新年度から学生証の裏面に付 されるため、学生

証の様式も新たに変わることになります。(12頁 を参照)

図書の貸出は、この学生証の利用者コードと図書に貼

っている図書ラベルのコードをOCRハ ンディスキャナ

ーで読み取ることによって貸出を行います。そのため館

外貸出を希望するときは、必ず学生証を提示してくださ

い。提示のないときは図書の貸出を受けることがで きま

せんのでご注意ください。

なお返却は、図書コードをOCRハ ンディスキャナー

で読み取るだけで処理を行います。図書館閉館後であっ

ても、ブックポストに返却された図書は従来どおり返却

の手続きがとられます。

また、図書の返却が遅れた場合、遅れた日数分がペナ

ルティとして課せられ、その期間貸出を受けることがで

きなくなります。従米の貸出券ごとの停止とやや異なり『

ますが、返却遅れのないようにご留意ください。たまた

ま事情があって返却が遅れるようなときは、カウンター

へご相談ください。

音 楽 で 豊 か な感 性 を
図書館の視聴覚室は、このほどニューメディア対応の

機器が整備 され、それに伴い若干ではありますが資料の

充実も図られました。

新 しい資料としてはクラシック音楽のCDやNHK特

集番組並びにオペラ、バレエ、洋画等のLDが 購入され

ました。これまで不足 していた憩いの場、豊かな人間性

を育む場としての設備が幾分かでも整えられたのは嬉 し

いことです。利用は部屋の条件からヘッドホンを使用し

ていただきます。このほかに医学領域のLD資 料として

「早期胃癌診断の実際 全五巻」と 「神経疾息の運動障

害のみかた」、 「組織学標本集:ス ライド解説インデッ

クス付」の3点 がありますが、最後の 「組織学標本集」

はテキストの図版のページ(白 黒印刷)に バーコードが

印刷されており、それをスキャナーでなぞるとその図版

がテレビ画面にカラーで写 し出されるというものです。

(附属図書館)

、
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平成4年 度の地区体は本学が当番校`
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スキー教室を黒岳スキー場に

変更 して実施
当初計画 していた北 大雪 スキーtryが暖 冬の影響 で雪 がなく、

スキ・場 が オープ ン出 来ず 、 スキー・教室 の実 施 が危ぶ まれた

が、急濾 会場 を黒岳 スキー場 に変更 して12月17H(H)・18Lj(火)

の両 日にわた り実施 された。参 加 学生 は34名 で、上級 ・中級

・初級 、それに初bと4班 に分かれて講習が実施 され、特 に初

心 の 班は スキーが生まれて初 めて とい う1年 生2名 で あった

が 、.二HIIに は それ な りに滑れ るよ うになった よ うで ある,,

よた17日 の 夕 食時 には講 帥 の 先生 を囲 ん で 交歓 会 や ス

キ ・一講 習 の ビ デ → 観 賞 が行 われ 、 有意 義 な ・時 を過 こ

した,,な お この ビデ オ テ ー プは 貸 し出 しを して い るので

希望者は学生 課学哩 係 まで 申 し込 んで くだ さい.(学 生課)

響

「 クリスマスコンサート(合唱部)と室内楽

コンサー トが病院ロビーで行われる

合唱 部 によ る ク リ スマ ス コ ンサ ー トと室 内 合奏 団 に よ

る室 内 楽 コ ンサ ー トが12月21日 と23Hそ れ ぞれ附 属 病 院

ロ ビ ー で 行 わ れ た 、,こ れ はHご ろ の練 習成 果 を発表 す

る とと も に、 「入院生 活 で 毎 日 、つ らい 日 々を送 って い

る患 者 さん た ちの 励 み に なれ ば」 と 企画 され た もの で 、

会場 に は 人院 患 者、 看護 婦 等約100人 が詰 め か け 、 コ ン

サ ー トを楽 しんだ 、,

さ らにn唱 部 の ク リ スマ スコ ンサ ー トは 、 「医 科 大学

ら しい ユ ニー ク な ク ラブ活 動 」 と して北 海道 新 聞 に掲載

され 、広 く全道 に紹 介 された 。

また室 内 合 奏団 は 卒業式 に演 奏 に よ る式 典参加 か予定

され て い る。

f

亀

悔

悔

t

繋 σ ・

董3

始撒

(学生課)

講

●
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、縢
ク リス マ ス コンサ ー ト

新入生歓迎実行委員会よりおしらせ

み な さん お待 た せ しま した。 今 年 も例 年通 り新 歓 合宿

をf/う こ と に な りま した 、,日程 は4月6・7日 で 、場 所

は観 音 ロ イター の予 定で す。 予定 内 容 と して1.i講 演 会 、

各 ク ラブ紹 介 、 卜級 生 との座 談 会 など が あ ります 。 も ち

ろん 、第 一 の 目的 は新 入生 ど う しの 交流 を深 め る こ とで

す か ら、 その た めの 時 間 も た っぷ り用意 して お り ます。

(酒 もあ る よ!)

「新 入生 ど う し仲 良 く な りた い」 、 「旭 医 大学 の実体

(???)を 知 りた い」 、 「医 学 生 と しての 目標 を固 め

た い」 など と 考 えて い るあ なた!新 歓 合宿 に来 て、 決

して悔 い は残 り ませ ん!多 数 の 御 参 加 を期待 して お り

ます。

教 官 の 異 動
昇 任

◎藤田 晃三3.1.1小 児科学講座 助教授

(庶務課)
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!一 課 外 活 動 短 信 一1

第33回 東[本 医科 学 生 総 合体 育k会(冬 季)・

ラ グ ビー ベ ス ト8(対:日 大 、筑波 、慈 恵医 大)

7/25・-8/3畏 里予県者二馳F「白}1県

ア イ スホ ッケ ー 総 合6位(Bリ ー グ優 勝>I
I

個 人 千里 直 之(2年)新 人賞

iz/26-3・ 鯨 鰍 見ア イ7ア1

リ_ナl
I

※ 創 部1年 に して 東医体6位(出 場14チ ・一ム)と 健L

闘 した ア イ スホ ノケ ー部 は 、職 員 との 混成 チ ー ムで1

旭川 ア イ スホ ッケ ー リ・.一グ戦 に出場 し、1部 で惜Lく

も3位(全 部 でn部27チ ー ム)と 活 躍 、3月3Hか

ら開催 され て い る旭 川 市長 杯 も昨 年 に引 き続 き優勝

が期子手 され て い るo

__

..

ゲL1

アイスホッケー部

基礎スキークラプ

全日本スキー技術選予権旭川地区予選16位

(旭川地区代表として全道 大会に出場)

近間 威彦(2年)

第28回 全 日本技術スキー

選手権大会 ・予選を終えて
2年 近 間 威 彦

私 は技術 選 に初 め て参 加 し、 旭川 予選16位 に な りま し

た,,本 来 な ら予 選 不通 過 なの で す が2人 欠場 の た め 、 全

道 大 会へ駒 を進 め るこ と がで き ま した 。 全道 大 会 で は旭

川 地 区 の方 々と知 りnう ことがで き 有意 義 な もの となりま

した が 、結 果 は前 半2種 目の点 が伸 びず に予 選 不通 過 と

な りま した 。 来年 は 全道 大 会木選 出場 口指 して 練 習 に励

むっ も りで す。 また 、旭 川 大 会で サポ ー トして い た だ い

た 方 々 、あ りが と うご ざ い ま した。

こ学 生諸 君 の 競技 結 果等 の 投 稿 を歓 迎 します ,

学生団体設立・継続届 について
コ

'1ろ成3年 度 に おい て 、新 しく設y.し よ うと す る学 生団1

体油 しくは活動瀦 轍 ようとd'る トfl体は、朝26H副

まで暇 姻 または繍 届を牲 係1,提,4'.Cて ドさい■

なお 、継 続届 の 提 出 が な い学 生 団 体 は 、解 散 した もJ)'1

と して処理.す るの で注 意 す るこ と、、

(学 生 課)

学生証の様式の変更について
4r]1「1か ら学生 証 の様 式 が一 新 しますLI二 れ は図"

1館 の貸 出 業務 が電 算機 処 理 さ れ る の に伴 い 、 学 生 証 に

OCRハ ンデ ィ スキ ャナー で読 み と る ことの で きる利用

者 コ ー ドカ言'必要 にな った 二と と 、併∴けて 査㍉II臼倒度 を1菟ll二

す るた め に変 吏す る もの でd

新 しいf'1'.証 の様 式 は携 帯 に便 利 な よ うにiDカ ド

リイズ(8.6Y5.-1そ τンー弄メー トル)1ニ ノ1・死りfヒf、、～弓才員に

而寸え られ る よ うに ラ ミ ネ・一トhllll(ピ ∴ 一 ルの被1僅'ぴ留

った もの)を 施 した もの にな り.el

従 来の学 生 証 は3目 末 をも つて 全 員期 限LI)れ と な り、

新 しい学生 証 の 交 付{争受 け な けれ ば 各種 の 事 務 卜続 茂が

1'C'き ませ ん ので 注 意 して くだ さい、、
」

また 、この 学 生証 の 発 行 に よ り事 務 手続 きが.llllll1次の1

よ うに魎 に な りま し働 で お矢IIらせL#す,

1.毎 年実 施 して いた査 証制 度 を廃 止 し、 有効 期 限 を3

年間(大 学 院学 生 は4年 間)とd'る こ とで 事務 手続 き

の 簡素 化 を図 っ た こ と,

2.従 来 の学刷 交付 欄 を削 除 した ので 交付枚 数 を確 認 し

た い と きは 、 学 生課 厚 生係 に問 い 合 わせ る こ と,,

3.こ の学 生証 の交付 に際Lて 、顔 写 真 が必要 とな りよす、、

3ヶX31'/内 に撮 影 した写 真(T面h半 身 、脱 帽 、3メ

3セ ンチ メー トル)を 学生 課 学 生係 まで1枚 提 出1.て

くだ さい。(翌 日交 付 します)

1こ の 学生 証 の 様 式 の変 更 に伴 い
、学 生 準 則 の ・部 が一卜

記 の よ う に改iEさ れ たの で通 知 しまrむ、

記[

第 條 第1項 中 ・蝉 の徽 び癖 年の始 め 円 及 び

賊 喧 証陸 削り、 ・呈示遊 ・提示、に改める

(学 牛 、1果)

表

裏

学 生
rの 轟:よ夢学4;'織 で

31乙 匿1タ討明忌る

写 真

3cm

X
3cm

x

医 学 部医学 科
平成3年 度入学

氏 名 旭 川 太 麟

生年翔臼 磁旬46年12匁望5H

存鋤翻鞭 弔議6年3薄3…{璽1褄 匪

旭川栖 神輔5ン;鰍 ゾ・B審津簡 蘭

旭 川 医 科 大 学 融 鰻

注 意 事 項

1、 怖ll.砿,常 時 携帯1、 他 人、二黛`ノ 疋;淫講 《曜 ∫し1な`,な.・

2,次 のtf、 本 証 存提 小 唱る!、 ・・、

11本 γ教職 員の請 求 があ 訊 二鼻≒

12L通 学 定 期乗 車券z,:掌 生 用留}引 乗車 削'.仁 り肇 申◎}=}る

際1二、 係 樋の講 求 があ ノー、レ苛、

1{,本 証 石・紛 失 し 舷1づきは 、直 ちに慰r育:こ 届 、堀 ～る ●と.

毒.#,;d.;t、 踊掌.学 雛鼻 陰,り 学 牛の 触 分 く學、!、 ド製li

脅効 期限 を痴 判 ・ご 覧悌,fireお に返 還 レ ド ～

レ …桝7湖 騨
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平成3年 度 前期分授業料免除
及び徴収猶予について
平成3年 度前期分授業料免除及び徴収猶予を希望する

者で、下記基準のいずれかに該当すると思われる者は、

学生課厚生係で必要書類を受け取り、平成3年4月1日

(月》～4月20日(土)ま でに申鯖 してください。

なお、申請者については、選考の間授業料の納入を猶

予 します。

記

1授 業料の免除

1.授 業料免除基準

(1)経 済的理由によって授業料の納付が困難であり、

かつ、学業優秀であると認められる場合

なお、平成3年 度において原級に留置されている

者又、最短修業年限を越 えて在学している者は、

免除の対象としない(休学を理由とする者を除く。)。

② 授業料納期前6月 以内(新 入生については、入学

前1年 以内)に おいて学生の学資を主として負担 し

ている者(以 下 「学資負担者」という。)が死亡し、

又は本人若しくは学資負担者が風水害等の災害を受

けたことにより、授業料の納付が著しく困難である

と認められる場合

(3)② に準ずる場合であって、学長が相当と認める

事由がある場合

2.申 請書類

(1)授 業料免除申請書

② 学資負担者が死亡 した場合は死亡診断書

(3)災 害 を受けた場合は罹災証明書(市 区町村、警察、

消防暑が発行 したもの。)

(4)市 区町村発行の所得証明書(給 与所得者について

は、平成2年 分の源泉徴収票を、給与所得者以外に

ついては、平成2年 分の確定申告書(一 面 ・「面)

等の写 し(生 計を一にする家族全員分)を 、また、

学資負担者が死亡した場合は、死亡前の所得証明書

を併せて添付すること。)

⑤ 失業者は、民生委員又は職業安定所の証明書

⑥ 生命保険金の支払いを受けた場合は、当該保険会

社の保険金支払証明書

(7)家 族 の中に就学者がいる場合は、その者(申 請者

本人及び義務教育の就学者は除く。)の 在学証明書

⑧ 自動車保有に関する申立書

(9)そ の他家庭事情により参考となる証明齊等

皿 授業料の徴収の猶予

経済的理由等により納付期限までに授業料の納付が

困難であり、かつ、学業優秀であると認められる場合

は、当該期の授業料の徴収 を一定期間猶予又は月割分

納を申請することができるので学生課厚生係に申し出

てください。

平成3年 度 日本育英会奨学生
の募集について
日本育英会は、優秀な学生で経済的理由のため就学困

難な者に学資を貸与 しております。

本学では、日本育英会からの推薦依頼に基づ き、出願

者の種々の条件を考慮して選考を行い、日本育英会へ推

薦 します。

ただし、日本育英会では奨学金貸与の種別ごとに推薦

基準が定められており、その資格があっても採用枠の関

係で推薦できない場合があります。

奨学生の募集要項を、4月 上旬に公用掲示板に掲示 し

ますので、貸与を希墓する者は、提出期限に遅れないよ

う所定の書類を学生課厚生係に提出して ください。

なお、募集の時期以外に家計の急変により、学資の支

弁に困難な事情が生じた場合は、同係に相談してください。

学生教育研究災害傷害保険の
加入について
本学は、学生の正課中 ・課外活動中における災害事故

補償のために 「学生教育研究災害傷害保険」の賛助会員

大学となり下記のとおり加入受付事務等を行っています。

本保険は、学生の互助共済を基本として運営 されてお

り、学生生活中の万一の場合に備え、できるだけ全員の

加入を勧めています。

まだ加入していない学生は、加入するようにしてください。

記

1.受 付 期 間

2.受 付 窓[

3,保 険 料

自

至

学

6年 間

5年 間

4年 間

3年 間

2年 間

1年 間

平成3年4月1日(月)

平成3年4月30日(火)

生 課 厚 生 係

4.支 払い保険金の種類と金額

3,400円

2,950円

2,450円

1,900円

1,300円

750円

区 分

種 類

正 課 中

学校行事中

学校施設内の休憩中

学校施設内外の課外

活動中(学 校施設外

の課外活動にっいて

は、大学に届出た活

動に限る。)

死亡保険金 1,200万 円 600万 円

後遺障害保険金 54万 円 ～1,800万 円 27万 円～900万 円

医療保険金

泊療 日数4日 以上 が

対象

6千 円^-30万 円

治療 日数14日 以上 が

対象

3万 円～30万 円

入院加算金 1日 につ き4,㎜ 円 1日 につ き4,000円
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国民年金法の改正に伴い、大学に在学する学生で20才

以上の者は、平成3年4月1日 から国民年金の被保険者

(当然加入)と して適用を受けることになりました。

従来学生については、20才以後在学中に障害者となっ

た場合、国民年金に加入 していない限り障害基礎年金が

支給 されず無年金となっていました。また、基礎年金制

度は、原則として、20才 から60才 までの40年間加入する

ことを前提に満額の老齢基礎年金を支給することとされ

ていますが、学生は任意加入とされていたたあ20才以上

の在学期間中に、国民年金 に加入 していなかったものに

っいては、卒業後年金制度に加入 しても満額の老齢基礎

年金が受けられませんでした。

このため、国民年金法が改正 され、平成3年4月1日

から、20才 以上の学生も全て国民年金に当然加入するこ

とになりました。なお、国民年金への加入の手続き、保

険料の納付方法及び保険料の免除等の詳細については、

学生課厚生係又は、住民票を登録 している市区町村の国

民年金担当窓ロへ直接問い合せ してください。

受験生を対象とした本学の紹介 ビデオをこの度作成

しました。入学から卒業までの学園生活や課外活動の様

子、大学の四季等を20分間に収録 したもので、在学生で

も充分に一見の価値があります。またこのビデオは依頼

があれば全国の高校に貸し出しており、母校の後輩にP

Rし てくれることを希望 してます。希望者は学生係まで。
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大 愚 良 寛

霞立つ長 き春日を子供 らと手まりつきつつ今日もくら

しつ

良寛は江戸時代後期の越後の人である。名僧 というよ

り子供らと一日中手毬をついていたりかくれんぼをして

いたというような多くの逸話によって人々に親 しまれて

いる。良寛は生涯を清貧の内にすごした。日々の糧を托

鉢にたより厳 しい修行にうちこんだが、高潔な人格と豊

かな人間性によって多くの人を魅きつけたのである。

私の故郷新潟県糸魚川市にある郷土博物館には郷土の

文豪相馬御風(大 正時代の文学者で早稲田大学校歌 「都

の西北」の作詩で名高い)の 資料が展示 してある。御風

は晩年を良寛の研究と紹介に捧げた。それらの資料をも

とに良寛の生涯をふりかえってみよう。

良寛は新潟県の出雲崎に生まれた。出雲崎は佐渡の金鉱

の積み上げ港として栄えた港町で生家は代々の名主であ

った。父は風流人ではあったが名主としての政治的、経

済的手腕に乏しくしだいに没落 していった。良寛は子供

の頃は内向的で友人も少なく家にこもって読書にふける

ことが多かった。成人して父の見習いをするようになっ

たが、世事にうとく社交性 に欠ける自分の性格から、こ

の仕事が自分に向かないことを自覚し18歳の時仏門に入

って修行した。22歳 の時備中玉島の円通寺より国仙和尚

が越後の地を訪ぜ盤謝した。師の高追な人格に接した良

寛はこの師のもとで仏道の修行に励むことを決意 し、師

もまた良寛の純粋な資質を高く評価 して円通寺に連れか

えったのである。円通寺では日常の作務に励み、坐禅を

くみ、古典を読破 していった。なかでも道元の正法眼蔵

を最も愛読した。 しかし`罫偏として坐まじめな良寛は一

見愚人の如くであったが、師は良寛が成長するのを根気
ご たつ

強く見守りっづけた。11年 の修行ののち悟達 したことを

みとどけると良寛に印可を与えたのである。

良也如愚道轄寛

騰騰任運得誰看

爲附山形煽藤杖

到虞壁間午睡閑

良寛は愚のようだけれどもその住む世界は自由無樽に

広い。自然にまかせているその生き方は誰も理解できな

いだろう。よって彼に愛用の藤の木の杖を与えよう。こ

の杖を部屋の壁にたてかけてゆっくりと休むがよい。

師の円寂後、諸国行脚の旅に出た良寛は途中で父の入

水を知り深い衝撃をうけた。38歳 で故郷に戻り国上山の

麓の五合謄に住み修行をっづけた。また子供 らと心ゆく

まで遊び、郷土の人々と深 く交わり 「良寛さん」と慕わ

れた。詩歌と書にすぐれ独自の作風をきずきあげていっ

た。晩年、良寛を慕 う若い尼僧貞信尼とのあいだにかわ

された贈答歌はあたかも恋唄の如くほほえましい。

歌やよまん 予毬やっかん 野にや出でん

君がまにまに なして遊ばん 貞信尼

歌もよまん 手毬もつかん 野にも出でん

心ひとつを 定めかねつも 良寛

腸疾患で衰弱した良寛は貞信尼や親 しい友人にみとら

れて74歳 で入寂した。

良寛研究の書は多い。相馬御風は百人の人には百人の

良寛があると述べた。良寛の魅力の一一・つはその親 しみや

すさにある。どのように理解しても許される寛大さが良

寛にはある。良寛は生涯を通 じて 鯉 の人」であった。

雪深い越後の里で春がくると子供らと無心に手毬をつい

て遊んだ良寛。その姿に深い憧憬の念を抱かずにはいら

れない。

(内科学第二講座 講師)
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良 や 愚 の 如 く 道 うた た 寛 し

とうとうにんうん たれ み え

騰騰任運 誰が看ることを得ん
ため ふ さん『ようらんとう つえ

爲に附す 山形煽藤の杖
いた ところ へ!bんご寸いかん
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